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一定の表情印象を与える顔のタイプの決定要因
The recognition of facial types on specifi c facial impressions
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和文要旨

　従来の表情認知研究領域では、その多くが、人間が共通に表出する表情の定型的な運動変化パタンという側面
に焦点を当てている。しかし他方で、顔は細部の個人差が顕著な組織であり、この個人差は、表情印象決定の際
の重要な要因といえる。この問題を基に、本研究では異なる表情印象を与えやすい 2 つの顔タイプの設定を行い

（negative type：一貫して negative な表情印象を与えやすいタイプ、positive type：一貫して positive な表情印象
を与えやすいタイプ）、これらの顔タイプの決定要因について検討を行った。実験刺激には、顔タイプ間で部分的
に入れ替えを施した、合成顔画像を用いた（例：positive type の眼の領域と、negative type の残りの顔領域を合
成した顔画像）。その結果、顔から各顔タイプに特有の一定の快－不快印象を判断する際、決定的に機能するのは、
表出表情に関係なく、口の形状情報および微笑み表出に伴う口の運動変化であることが認められた。そこで、中立
表情時の口の形状を基にした顔タイプの判別法を提案した。
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1.　緒言
　顔は種の普遍的構造に基づき、一様に酷似し
た形状をしている（水平に配列された 2 つの眼、
中央に配置された鼻と口、左右対称の形状）一方、
個人差が顕著な組織である。人によって、眼・鼻・
口の形状や大きさは異なる [1]-[3]。
　個々の顔が有する個人差は、眼や鼻などの顔に
特徴的な部位の形状や色だけではなく、表情筋と
いった皮下の筋肉構造にまで及んでいる [2]。表
情筋の差異は、表情表出の際の運動変化にも影響
を及ぼし、個々の顔が表出する表情に独自の性質
を与えているといえる。個々の顔が表出するわず
かな表情の差異（表情の個人差）の情報が、人物（特
によく見知った他者）の同定において有効である
ことは、多くの研究で示されている [4]-[9]。
　表情を体系的に研究した Darwin[10] に端を発
する従来の表情認知研究領域では、その多くが、

表情の「ヒトという種が一般的に表出する、感情
に対応した体系的・定型的運動変化パタン（例え
ば、喜び表情における口角上昇という運動変化）」
という側面に焦点を当てている。すなわち、表情
にヒトという種の共通性を求める視点（表情の種
共通性：species-specifi c facial expressions）から
捉えているといえる。これに対し、表情の個人差
という側面に焦点を当てることは、表情に個体
ごとの特異性を求める視点（表情の個体特異性：
individual-specifi c facial expressions）から捉え
ていると考えられる。表情の個人差の解明は、表
情の種共通性の解明と共に表情研究において相互
補完的に進められるべきだといえる。
　顔と表情の個人差について中心的に検討を試み
た例として、上田・須賀の研究 [11] がある。上
田らは、他者が特定人物の表出した表情の印象強
度（ある表情がどれほど強くその表情に対応した
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